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人口

（単位：千人）

年次

日本の将来推計人口（年齢別） 0~14歳

15歳~65歳

65歳以上

出典：日本の将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所）をもとに作成

出典：日本の将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所）をもとに作成
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人口

（単位：千人）

年次

日本の将来推計人口（総数）

日本の総人口は本格的な減少局面
を迎え、2008年をピークとして減少
傾向にあり、2050年には生産年齢
人口（15～64 歳）が2023年から約
1800万人減少するほか、高齢化が
進展し、65 歳以上人口の割合は
37.1％と予想されている。
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人口

（単位：人）

年次

山梨県の人口推移

山梨県の人口平成11年の約89万

人をピークに、その後、減少に転
じ、令和５年４月には、80万人を
割っている。

出典：やまなしの統計（統計調査課）をもとに作成

出典：「住民基本台帳人口移動報告」（総務省）

2022年の都道府県別転入超過率

は、埼玉県、神奈川県、東京都、
千葉県の順に高くなっている。東
京圏の人口は全人口の約3割
（3600万人）に相当し、依然として
東京一極集中が進行している。
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労働生産性は国際的に見て低い状況にある。2020年の日本の
就業者一人当たりの労働生産性は78,655ドル（約809万円）であ
り、OECD加盟38か国中28位、米国の約56％にとどまっている。

出典：教育未来創造会議第一次提言（内閣官房）


